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日頃から当区の清掃リサイクル事業にご理解・ご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

「こうとう集団回収ニュース」も本紙で 20 号を迎えました。改めてお礼を申し上げますととも

に、引き続き集団回収ニュースが皆様の活動の一助となれば幸いです。さて本号では、多くの団

体様が回収を実施いただいている「古紙類」「缶類」の回収量の推移をご報告いたします。 

① 古紙類回収量の推移 
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集団回収と行政回収の合計量を比較する

といずれの年度においても、集団回収が行政

回収を上回っています。 

総回収量に占める集団回収の割合は、 

60～70％であり、令和３年度 23 区

中４位になります。 

これは、古紙類における皆様のリサイクル

活動が盛んであることを物語る数値といえ

るでしょう。 
※行政回収…区が行っている集積所回収のこと。古紙類は、

新聞、雑誌・雑がみ、段ボールの三種類に分別しています。 

 

上の表内で注目したい品目は、唯一回収量が増えている「段ボール」です。 

特に、令和 2 年度にかけては約 1.2 倍となっており、目を引く増加を見せて

います。考えられる要因には、新型コロナウイルス流行により巣ごもり需要

が高まり、インターネットショッピングを利用する方が多くなったと考えら

れます。 

 

※表内の単位はいずれも［t(トン)］となります。 

古紙類の集団回収量の内訳 
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② 缶類回収量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表内の単位はいずれも［t(トン)］となります。 
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～お問い合わせ～ 

〒１３５－８３８３ 

江東区東陽４－１１－２８ 

江東区環境清掃部清掃リサイクル課清掃リサイクル係 

担当 三上      TEL：３６４７－９１８１ 

           FAX：５６１７－５７３７ 

◎みなさまへのお願い 

（１）請求書について 

令和 4 年下期報奨金の決定通知書及び請求書を送付いたしました。記入例を参考にしていただき、 

２月２４日（金）までに区へご返送ください。 

（２）委任状について 

 請求者と口座名義人が異なる場合には委任状が必要となります。合わせてご提出ください。 

◎記入方法等でご不明点がございましたら、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

集団回収と行政回収を比較してみる

と、いずれの年度においても、集団回収

が行政回収を下回っています。 

 総回収量に占める集団回収の割合は、

30％弱であり、令和３年度 23 区

中第２位です。高い順位を誇るものの、

割合だけを見ると古紙類と比べて低い

数値となっています。 

 

 

アルミ缶・スチール缶の分別、

圧縮作業は手間がかかるため、

古紙類よりも取り組む団体様が 

少ないのが現状です。 

缶類の集団回収量は徐々に増加傾向にあり、回収いただいた缶類は、ロッカー等の鉄製品、自動車部

品等のアルミ製品に生まれ変わります。これから缶類の回収を追加される団体様は、ぜひ清掃リサイク

ル課にお問い合わせください。 

 

集団回収量の内訳 


